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大腿骨頭壊死症に対する無料 Web サービスを用いた 

画像学習システムの構築 
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 大腿骨頭壊死症（ONFH）の画像診断に関する学習支援システムを無料の Web サービスを用いて開発した。

このシステム内のテストを股関節専門医と整形外科専攻医の間で比較したところ股関節専門医が有意に良好

な成績を収めた。本システムは大腿骨頭壊死症の画像診断における医師の能力の均てん化に資する可能性

がある。 

 

 

1. 研究目的  

 大腿骨頭壊死症（ONFH）は比較的まれで、一般整

形外科医が遭遇することは少なく、その画像診断を

行うことは難しい。今回われわれは無料 Web サービ

スをもちいて ONFH の画像診断のトレーニングをおこ

なうことができるシステムを開発した。本研究の目的

はシステムの妥当性の検討をおこなうことである。 

 

2. 研究方法 

 症例は、当院に“大腿骨頭壊死症”として紹介され

てきた症例を対象とした。それらの症例について名古

屋大学の股関節グループで再診断を行った。その診

断に基づいて問題を作成。無料の Web 学習システム

を提供する LeaningBOX（https:// lms.quizgenerator. 

net）をもちい、テストを作成した。そのテストを用い、

股関節専門医 8 名（卒後 9-21 年）と整形外科専攻医

9 名（卒後 3-5 年）の間での成績を、ｔ検定をもちいて

比較した。 

 

3. 研究結果 

 股関節専門医の平均点 26.7±3.2 点。整形外科専

攻医平均 18.5 点±4.1 点であった。（P<0.001） 

 

4. 考察 

 画像診断による診断精度は読影経験の症例数によ

るとする報告１）がある。また、この診断制度は専門分

野によらず一定であるとする報告２）もある。比較的稀

な疾患である ONFH でも、正確な画像診断のために

は症例経験が必要であると考える。また、Web サービ

ス上のクイズ形式の e-learning 教材は繰り返しの学習

が可能であり、また学習履歴の取得が可能、難問の

抽出が可能となる３）。本システムを用いることで、難病

指定医に対する生涯学習の機会を容易に提供する

ことが可能となる。将来的な展望としては問題の蓄積

により人工知能による深層学習も可能とするのかもし

れない。 

 

5. 結論 

 無料の Web サービスをもちいた ONFH の画像学習

支援システムの開発を行った。本システムは医師の

ONFH の画像診断の能力の均てん化に資する可能

性がある。 
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3. その他 

なし 
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